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「
此
礼
拝
堂
ハ
我
同
志
社
ノ
基
礎
ト
ナ
リ
又
夕
精
神
ト
ナ
ル
者
ナ
レ
、
ノ

ナ
リ
」
 
1
こ
の
チ
ャ
ペ
ル
は
わ
が
同
志
社
の
基
礎
と
な
り
精
神
と
な
る

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
ー

同
志
社
創
立
十
周
年
製
演
説
同
志
社
チ
ャ
ペ
ル
定
礎
式
式
避

(
広
津
友
仏
に
ょ
る
筆
記
)

新
島
襄
全
集
第
一
巻
一
0
五
頁
以
下

新
島
襄
の
言
葉

山
本
真
司
(
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
宗
教
主
佳

広
津
友
信
は
一
八
八
五
年
十
二
月
十
八
日
午
前
十
時
か
ら
行
わ

れ
た
同
志
社
礼
拝
堂
定
礎
式
で
語
ら
れ
た
校
長
の
言
葉
を
ど
の
よ

う
な
思
い
で
記
し
た
の
だ
ろ
う
か
そ
し
て
、
国
が
重
要
文
化
財

に
指
定
し
た
建
物
は
、
△
、
わ
た
し
た
ち
同
志
社
に
つ
な
が
る
者

に
何
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

同
志
社
が
同
志
社
で
な
け
^
ぱ
な
ら
な
い
理
由
は
こ
こ
に
尓
さ

れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
多
く
の
私
学
が
そ
の
独
自
性
を
模
索
せ

ざ
る
を
得
な
い
な
か
に
あ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
に
は
す
で
に
ネ
拝

堂
を
中
心
に
据
え
た
指
針
が
与
え
ら
れ
て
ぃ
る
し
か
し
、
こ
の

道
標
は
、
新
島
襄
が
看
破
し
て
い
た
よ
う
に
、
容
易
に
は
理
解
さ

れ
ず
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
基
督

教
ヲ
賤
ム
ル
ハ
学
生
ノ
常
ニ
シ
テ
我
同
志
社
ニ
モ
亦
夕
此
教
ヲ
嫌

フ
者
ナ
カ
リ
シ
ニ
モ
ア
ラ
ズ
」

だ
か
ら
こ
そ
混
迷
の
時
代
に
あ
っ
て
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い

確
固
と
し
た
礎
石
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
れ
が
わ
た
し
た
ち
を
見
守

つ
て
い
る
「
然
ラ
ハ
即
チ
礼
拝
堂
ナ
ル
モ
ノ
ハ
決
シ
テ
学
校
二

廃
ス
可
ラ
サ
ル
者
卜
思
フ
ナ
リ
」

こ
の
日
、
創
立
者
は
次
の
様
に
結
ん
で
い
る
。
「
諸
君
ヨ
若
シ

神
ノ
意
ヲ
灸
決
シ
テ
破
ル
、
事
ナ
シ
、
是
二
省
ル
所
ア
レ
今
日

ハ
是
最
モ
好
キ
時
節
也
、
若
シ
此
時
二
際
シ
事
ヲ
ナ
シ
テ
世
ヲ
去

ラ
バ
神
ノ
前
二
称
セ
ラ
ル
、
ナ
ラ
ン
」


